知っ て ます か ? 歯 周 病 は 感染 症 で す ! 
歯 周 病 送 が 認め られ だ 場合 、 ご 家族 の 方 に も 検査 を 受け て 頂く こと を 強く 
お 奨め 致し ます 。 


歯 周 病 は 、 歯 周 病 細 菌 に よる 感染 症 で す 。 

『 え 一 感染 症 P』 と 、 意 外 に 思わ れる 方 も 多い で す が 事 実 、 と いう 細菌 が 
存在 し 、 こ の 菌 が 口腔 内 に 感 染 する こと で 歯 周 病 は 始ま り ま す 。 

生ま れ て 来 だ 子供 の 口 の 中 に は 、 歯 周 病 細菌 は まっ た く 存 在 し ませ ん 。 

ほとん どの 場合 、 家 族 間 か ら 感 染 し ます 。 

例え ば 、 菩 年 性 歯 周 病 の 原因 菌 と され て いる 『 ア クチ ノ マ イ セテ ムコ ミタ ンス 菌 』 は 、 
大 人 か ら 大 人 へ と 感染 する こと は な く 、 ま だ 永久 歯 が お 生え そろ わな い 、 1 O 歳 程度 の 
時 期 に 大 人 か ら 子 供 へ 感染 する こと が 最近 の 研究 に より 報告 され て いま す 。 子供 の 口 
腔 内 は 外来 か ら 感 染 を 起こ し や すぐ 、 抗 生物 質 を 長期 使用 し て いた 場合 な ど は 、 口 腔 
内 の 健康 な 細菌 の グル ー プ が いっ た ん な く な る だめ 、 新た に 細菌 の 環境 が そろ う 前 に 
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こと は で きま せん 


成人 型 の 歯 周 病菌 の 代表 的 な 菌 で あめ る 『 ジ ンジ バ . * 
リス 菌 』 は 、 親 子 や 夫婦 か ら 感 染 す る と 考え られ 0 
て いま す 。 こ れ が 、 通 常 大 人 で 起 る 『 歯 周 病 ( 慢 
性 歯 周 炎 )』 で す 。 

それ で は 、『 歯 周 病 細菌 に 感染 し な けれ ば 大 丈夫 で 
は ?』 と 思う か も し れ ま せん が 、 私 達 は 生活 する 上 で 細 介 感染 か ら 宛 全 に 逃げ る こと 
は で きま せん し 、 完 全 に 排除 する 必要 性 も な いと 思い ます 。 歯 周 病 治療 の た め の 細 菌 
除去 と は 、 全 て の 菌 を 除去 する の で は な く 、 骨 を 溶かし た り し て いる 細菌 の み を 隙 去 
し 、 後 は 新た な 菌 の 感染 を 防ぎ 、 細 菌 と うま ぐ く 共 存 し て いく こと で す 。 

つま り 外 来 か ら 感 染 し た と し て も 歯 周 病 が 進行 し な いよ うな 口腔 内 環境 を 保つ こと 
が 大 切な の で す 。 

骨 を 溶かす よう な 歯 周 病菌 が 繁殖 し や すい 場所 は 歯 周 ポ パケット が 深い 場所 な の で す 。 
( 歯 周 病 ポ ケッ ト に つい て は 歯 周 病 の 検査 の 頂 を 参考 に し て 下さ い ) 


歯 周 ポケ ッ ト が 深い 場所 は 、 細 菌 が 生活 する の に 非常 に 適し た 場所 な の で す 。 こう し 
た 場所 を な くし て 、 後 は ブラ ッ シ ン グ に より 新た に ポケ ッ ト 内 に 感染 し な い 環 境 を 作 
る こと が 最も 大 切な の で す 。 


